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 図書館だより 
  
 
 

                シリーズ 2 世界の大学図書館・マサチューセッツ工科大学(MIT)    

                    米国大学図書館の図書館運営と利用者サービス 

 

1865 年創立のマサチューセッツ工科大学*1 は、キャンパスのほぼ中央に位置する Hayden Memorial 

Library*2&*3を中央図書館として、Baker Engineering、Science  科学）、Dewey  社会科学）、Rotch、Humanities

 人文科学）という五つの図書館、より狭い分野に限定されたAeronautics & astronautics：航空・宇宙工学、

Music：音楽、Earth & Planetary Sciences 地球・惑星科学、 Health sciences：身体学、Visual materials：

視聴覚資料の五つの支部図書館  分館）、二つの保存図書館  文書類 ・特殊コレクション、RSCと呼ばれる 1963

年以前の稀覯資料）から構成されている。保存図書館に加え Science、Humanities、Music、Health Sciences

の四つの図書館も中央図書館内にある。また、中央図書館の特徴的な施設として「24/7 study space 24時間

スタディルーム）」*4が挙げられる。 

スタッフの配置 

通常の開館時間においては、図書館職員の最終の勤務シフトは午後 3時～午前 0時まで、期末試験期間は 24

時間である。利用者サービスに関する業務については、リザーブ図書、配架、カウンター、レファレンスという

ように大きく分担されている。基本的な内容のレファレンスが多いことから、カウンタースタッフが主に対応し、

カウンターにて対応できないレファレンスは予約制で、レファレンス・ライブラリアンが対応している。 
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                                          *1 マサチューセッツ工科大学図書館外観 
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図書館サービス 

学生と教員の図書館サービス時間は同じである。個室形態の

スタディスペースはないが、中央図書館の一部にスタディルー

ムが 24 時間オープンしており、PC2 台とコピー機 1 台を配

置している。スタディルームは中央図書館の入口ゲートを通過

したところにあり、全て透明な窓ガラスに囲まれた空間で、図

書館開館時には図書館と一体となっているが、閉館時にはシャ

ッターを閉めることでスタディルームへのアクセスのみを可

能にしている。 

ボストン及びボストン近郊の他大学 ハーバード大学、ウ

ェルズリー・カレッジ、マサチューセッツ大学）との間で学

生や研究者同士の交流も推進しており、コンソーシアムの学生に対し、図書館もＭＩＴ学生とほぼ同じレベルの

サービスを提供している。MITとウェルズリー・カレッジ間では、大学間をバス  無料）が頻繁に往復している。

地域コミュニティの方への貸出サービスは、「貸出カード」を購入してもらうことで対応しており、卒業生への貸

出サービスも存在する。 

延滞資料の督促は、3日前、 1週間後のメール、2週間後のメールに加えて請求という手順で行われるが、延

滞の最初の 3日間に限り延滞料金は請求されない。また、延滞中も資料の貸出は可能であるが、延滞資料を返却

することが卒業要件となっている。延滞料は一日に

つき50c、レファレンス資料はこの限りではない。

紛失資料の弁償は、相当の料金を支払っても、現物

で返却しても良い。 

  

施設管理 

カウンター終了後は図書館職員が不在になるた

め、警備はキャンパス・ポリスに直通の緊急通報用

電話とビデオ、見回りによって安全の確保に努めて

いるが、館内へは一般の入館も許可していることか

ら、PCが頻繁に盗難に遭う。一般の利用者について

も、入館についての規制はなく、入口にディテクション

があるのみである。 

 

その他 

図書館内における飲食について、食べ物は小さめ

のスナックであれば良く、飲み物は蓋があれば許可

している。スナックはべとべとしていなければ良い

とのこと。とても大雑把な印象であった。                                                              

                                                                                

                写真・文： 西田麻衣子） 

 
 
 
 
 

 *2 Hayden Memorial Library 入口 

*4  24/7 study space(24 時間スタディルーム) 

                      *3 寛ぎスペース 
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本学では、学生さんがこれまでの先輩方が書いた卒業論文 以下

卒論）を自由に読むことができます。そこで、ここでは、先輩方の

卒論をどのようにしたら読むことができるのかについて説明しま

す。 

これまでの卒論は、図書館のカウンターにある写真に掲載されて

いるパソコンから読むことができます。なお、卒論を読む際には、図書館の職員に 「卒論をみたい」と声をかけ

てください。 

そのパソコンの画面には、図書館の HP が映っていま

す。そこで、それを消す、もしくは最小化をしてください。

そうすると、写真にあるような黄色の画面が出てきます。

そして、その画面の一番下に卒論のフォルダがあります。

それをクリックしてください。 

すると、卒論を年度ごとにフォルダにまとめたものと

各年度の卒論をリスト化した PDFが出てきます。そこで、

PDFをクリックしてください。 

そうしますと、当該年度における卒論のリストが出て

きます。そのリストには、学生の学籍番号と氏名、卒論

の研究テーマ、指導教員名などが書いてあります。 

なかには、「全文」と書いてあるものがあります。これ

は、その学生の卒論に関しては、その全文を読むことが

できるという意味です。また「延期」と書いてある場合

もあります。これは卒論を学会で発表したり、論文にす

るために、公開を延期するという意味です。このリスト

から自分が読みたい卒論を確認してください。 

次に卒論の本文と要旨を探してみます。卒論が年度ご

とにまとめられたフォルダをクリックすると、卒論の本

文と要旨のフォルダが出てきます。  

  そこで、自分が読みたい卒論がある本文または要旨の

フォルダをクリックしてください。卒論の本文または要  

旨の PDFが出てきます。その PDFをクリックすると、読

むことができます。 

 要旨は自由に読むことができます。しかし、本文は、パ

スワードを打ち込まないと、読むことができません。ただ、

パスワードは、図書館の職員が教えてくれますので、ご安

心ください。          文責：永嶋信二郎） 

           
 
 
 
 
 
 

これをクリック 

    学科別・本文と要旨のフォルダ 

年度ごとの一覧 

テーマと全文公開の可否一覧 

    読みたい論文を選び、パスワードを入れます。 
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                              社会福祉学科 1年 勝永実卯 

 

私は、名寄市立大学の図書館を、課題で必要な文献や、気になる本を借りる時、試験勉強をする時などに利用

します。また、図書館には映画のＤＶＤも置いてあるため、映画好きの私にとっては嬉しいです。入学したての

頃は、前から気になっていた小説や映画を借りて、家で一人の時間を楽しんでいました。 

 名寄市立大学の図書館の一番良いところは、大学生にと

って大事な学習環境の設備が整っていることです。三階の

自習スペースは、市内の図書館のように混雑することがな

く、利用したいと思うときに利用できます。実際に私も、

前期の試験期間に利用していました。静かな落ち着きのあ

る空間で集中して勉強ができました。 

 私は、実家に住んでいた時、新聞を取っていましたが、

名寄で一人暮らしをするようになってから、新聞を取らな

くなったことで少し物足りなさを感じていました。そこで、

学校に置いてある新聞をたまに読むようになりました。

様々な新聞が揃っているため、福祉に関する新聞や、北海道の新聞など、今まで読んだことのない新聞にも目を

通すことができて、新鮮です。今は、毎日新聞に隔週で掲

載されている詩を図書館で読んでいます。 

 名寄市立大学は福祉系の大学ということもあり、その分

野に関する資料や文献が非常に多いです。しかし、もう少

し小説も増やして良いのではないか、と感じます。福祉、

看護、栄養、保育に関係する内容でなくても、物語を読む

ことは想像力を育てます。勉強の息抜きに、将来に悩んだ

時に、家族に会いたくなった時に自然と手に取って読みた

くなるような本に、名寄市立図書館で出会えるといいな、

と感じています。   

 
 
 
 
 
 
   
 
 

    ◆春季休業中の開館について 

 ・2 月中、および3月 1日までは日曜日・建国記念の日を 

除き、通常開館いたします。 9:00～21:00） 

・3月 2日より短縮開館となります。 9:00～17:00） 

・3月 5～7日は蔵書点検のため、休館です。 
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お知らせ 

http://www.nayoro.ac.jp/index.html
https://illustrain.com/?p=14647
https://www.irasutoya.com/2013/12/blog-post_9500.html

